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	            欧州食品安全庁に係わる質疑応答
1月末に欧州食品安全庁に係わる規則が採択され、設立されましたが、昨年12月に基本方針について質疑応答の形で欧州委員会から出されました。主たる設立の目的は、農場から食卓までの危害の検証、消費者への透明な情報の提供、検証の独立性と考えられます。そこで、質疑応答を翻訳しましたので、その概要をお知らせします。

書  名  Ｑuestions and Ａnswer on the Ｅuropean Ｆood Ｓafety Ａuthority (欧州食品安全庁に係わる質疑応答)  Ｂrussels，18 Ｄecember 2001

欧州食品安全庁の任務はなんですか？

  欧州委員会が協議した結果として、食品に係わる法律の基本原則、必要性から欧州食品安全庁（ＥＦＳＡ）の設立を決めました。食品安全庁の基本的任務は独立した科学的助言、援助および加盟国との緊密的な連携であります。そして、食品連鎖（工程）に関連した危害を検証して、食品に係わる危害について一般市民に提供します。

  次の６項目の主要な任務があります

(1) 食品の安全問題および他との関連した問題について、独立した科学的助言を提供します。および危害管理に決定のための基礎として委員会、欧州議会、加盟国が依頼する動物(食用動物:家畜)の保健・福祉、作物の保健、遺伝子組換え作物、栄養などについても提供します。

(2) 食品連鎖（工程）に関連した政策の強化、制定するための、食品に係わる技術的助言をします。

(3) ＥＵにおける食品連鎖（工程）に関連した安全を監視するのに必要な潜在的な危害の確認のために、一般的な食事の分析調査をします。

(4) 予想される危害について、検証および早期に注意をはらいます。

(5) 危機が発生した場合には委員会を補助します。

(6) 全ての問題、それに関連した命令について一般市民に提供します。

いつＥＦＳＡの規則が採択され、ＥＦＳＡはいつ活動開始されますか？

  欧州委員会は、昨年11月８日に一般食品法に係わる規則とＥＦＳＡの設立について提案し、共同議決機関である欧州議会と閣僚理事会が採択するよう上程しました。欧州議会は2001年９月12日に極めて迅速にＥＦＳＡに係わる報告書を採択しました。それで、ＥＦＳＡに係わる規則が１月末に、正式に採択の予定です。委員会は2002年のなるべく早い時期に活動が開始されるよう可能な全てを実施しています。

ＥＦＳＡの法律的な地位（権限）はどうなっていますか？

  食品安全庁は他の委員会組織とは独立して、別の法体系を持ちます。これは、常任理事は欧州委員会、他の共同体の組織、各国の機関に責任を持たなく、管理部門に責任を持ちます。危害管理の決定、立法、調整を提案する責任は条約で制定することとし、政治的責任がある組織に残します｡

ＥＦＳＡの仕事の範囲はどこまでですか？

  委任する範囲として、食物連鎖の広範囲のことについて、政策および立法のための首尾一貫した科学的根拠を提供します。したがって、ＥＦＳＡは植物の保健、動物の保健・福祉を含む食品の直接あるいは間接的な影響を持っている全ての問題について包含します。栄養に関連した科学的な問題も含みます｡

ＥＦＳＡの組織はどのようになっていますか？

  ＥＦＳＡは４つの部門により構成されている。管理部門、勧告評議会、調整をする科学委員会、８個の科学部会があり、そのうえに常任理事(Executive Director)が置かれます。


　　　　　　　　　　　　　    　　　　笈 川  和 男
	管理部門(Management Board)

    拡大された協議事項はＥＦＳＡ管理部門により提案され、各国からの推薦者により遂行されます｡食品庁が安全を保証する見解および選択された手続きは、関連した知識、広い見解と能力を持った人を指名し、その人たちによる独立した管理部門によって行われます。欧州議会は閣僚理事会および14人の管理部門委員と追加代議員による委員会の助言により改正案を採択しました。管理部門委員の４人は消費者と産業界から選出されます。管理部門委員は４年任期で欧州議会と相談のうえ閣僚理事会によって任命されます｡

勧告評議会(Advisory Forum)

    常任理事はＥＦＳＡの事業を保証するために、各国の機関で食品の危害調査を担当している15人の委員(加盟国から各一人づつ)による勧告部会により補助されます。加盟国との緊密な関与は、共同の経験・理解による潜在的危害の情報交換として国立の研究所間の効率的な連携を保証するために必須であります。

科学部会(Scientific Panels)

    科学部会は専門の科学者により構成され、重要な会議ごとに呼び出され、管理部門により任命されます。これらの科学者は能力、知識、独自性、実績に基づいて選ばれます。これらの科学者はＥＦＳＡの職員ではありません。次の部会が設立されます。

・食品添加物、香辛料、加工助剤そして食品と接触物の部会

・動物飼料の部会

・作物の肥料、農薬および残留物の部会

・遺伝子組換え有機物(作物)の部会

・食料の組成、栄養、アレルギーの部会

・生物学的に危険(ＢＳＥなどを含む)に関する部会

・食品加工製造における汚染の部会

・動物の健康、福祉の部会

    科学委員会は各部会の科学的意見の整合性を保証するために、一般的な統合の必然性に責任を持ちます。この委員会は各部会の会長およびどの部会にも属さない６人の専門家により構成されます。

人員と予算

　　ＥＦＳＡ予算は、欧州委員会からの提案により閣僚理事会と欧州議会の予算当局者の承認を受けて、欧州共同体の予算から出資されます。食品庁が完全に運営されたときは、独自の科学技術予算となります。食品庁は３年後には最高250人の職員と、約250百万ユーロ（約290億円）の予算となります。これについては、３年後に再検討します。

ＥＦＳＡと勧告評議会の任務に反対の科学的意見があった場合はどうしますか？

ＥＦＳＡは、同様な研究をしている他の機関より出された科学的意見との根本的な不一致を警戒し、それを検証するために正確な研究をします。ＥＦＳＡは、自身の勧告と他の共同体機関から出される潜在的な科学的反対意見を検証します。これは、全ての関連する科学的情報を検証することを保証します。

ＥＦＳＡは、現状を一般市民に直接伝達しますか？

食品庁は積極的に活動し、その結果を一般市民に積極的に提供します。情報は一般市民が信頼できて、容易に理解できるように提供します。

ＥＦＳＡの危機管理の役割は何ですか？

欧州委員会は、危機管理に係わる措置を欧州議会と閣僚理事会に申請すること、および緊急事態措置を決定することに責任を持っています。緊急事態措置には食料あるいは飼料の取引の禁止、制限あるいは特別な条件を含む場合もあります。委員会は重大な危害の場合には、どのような食料あるいは飼料に関してでも緊急事態措置を採択し、新しい規則で規制することができます。なるべく早く、最大で活動日１０日以内に、この措置は食品の製造加工あるいは動物の健康の新しく設置される委員会により公表される必要があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翻訳 笈川）
＊詳細については欧州食品安全庁のホームページ（http://www.efsa.eu.int）で確認してください。
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